




























































































u John Rawls, The Law of Peoples, 1999. ジョン・ロールズ『万民の法』、2006. 道理
を弁えたリベラルな国の民衆  reasonable liberal peoples と良識的な国の民衆 
decent peoples の民主制社会と無法国家 outlaw state／不利な条件の重荷負う社会
societies burdened by unfavorable conditions／仁愛的絶対主義 benevolent 
absolutism／（フクヤマ流に言えば「歴史が終わっていない社会」）とを対置し、前
者に法と正義を予定。前者内部では戦争はあり得ず、戦争は前者の対後者懲罰。先立
つ A Theory of Justice, 1971.『正義論』2010. などの仕事では、自由原理・機会原
理が侵されたとき政治の共通観念に訴える非暴力の少数者による市民的不服従のみ、
自制された条件下で認められる。 
u Samuel P. Huntington, The Clash of Civilizations and the Remaking of World 
Order, 1996. サミュエル・ハンティントン『文明の衝突』、1998.［原型は Foreign 






u Jean-François Lyotard, La condition postmoderne: rapport sur le savoir, 1979. ジ
 4 
ャンフランソワ・リオタール『ポストモダンの条件』、1986. 同 Dérive à partir de 
Marx et de Freud, 1973.［1994年に新版］ 『漂流の思想：マルクスとフロイトから
の漂流』、1987. 「5月革命」（1968年）の体験。大きな物語の終焉 fin des “grands 
récits narratifs.” 
u Jacques Derrida, Force de loi, 1994. ジャック・デリダ『法の力』、1999. でデリダ






































































































ひ ま わ り
学［生］運［動］や香港の雨遮（雨傘）














u 近代的-私的土地所有権 主権国家 世界分割・再分割 先占 植民地支配 勢力圏 
 7 
u 産業資本主義 大量生産型・モノカルチャー型 資源・市場支配 交通・通信網 
u 法人 ビューロクラシー 金融技術 マネー経済 大量殺人破壊兵器 仮想現実 
u 収奪的自然利用 環境破壊 エネルギー循環・情報循環の撹乱 世論操作 生命操作 
u 政教分離＝世俗主義 宗教紛争煽動 文化多様性への適応力低下 倫理的退廃 
u ナショナリズム 軍事化 強権化 少数民
マイノリティ
差別 人種主義 ジェンダー差別 
u 民主主義 タテマエ化・擬似化・空洞化 欧米化の優越的価値独占 戦争の理由 
u 国際社会・国際法秩序 勝利者主導の国際取り決め・国際機関 不公正な二重規準 
u 国際経済 企業活動の世界化 教育・医療を含め不均等社会発展 南北格差 
u 世界規準 時間・度量衡・学術など万般の欧米中心主義 適応度競争の国際政治 
以上、いずれの項目も、すべてが 戦争 に繫がっている点に、注意が肝要だ。 
あらゆる 社会契約の出発点 が架空の「自然状態」
S t a t e  o f  N a t u r e
や「原初状態」






























































































































プ リ ム ス ・ イ ン テ ル ・ パ ー レ ス
として多様な政治的可能性を包摂していた。ベヒストゥン碑文やヘロドトス『歴史』
の記述が、これを示唆し、プラトン最晩年の対話篇『ノモイ（法律）』第 3書（国制）




















Karl A. Wittfogel (1896~1988) ドイツ（フランクフルト学派）→米国（歴史社会学、
中国学） 











































































集『歴史評論』741号（2012年 1月号）、校倉書房、2011年 12月。 
２ 例示すれば、Robert Filmer (c. 1588~1653) ／ David Hume (1711~76) ／ Edmund 
Burke (1729~97) ／ Louis de Bonald (1754~1840) ／ Klemens Wenzel Lothar von 
Metternich (1773~1859) ／ Otto Fürst von Bismarck (1815~98) ／らの諸立場。 















イラン・何が誰にとって問題なのか］、インパクト出版会、2006年 6月 15日。 
８ ヘロドトス『歴史』の関連箇所 The History of Herodotus, transl. by G.C.Macauley. 
http://www.gutenberg.org/files/2707/2707-h/2707-h.htm#link32H_4_0001 
Vol. 1, Book III (THALEIA), pp.61～97. 
プラトン 対話篇『法律』国制の部 Benjamin Jowettによる英訳。 
http://classics.mit.edu/Plato/laws.mb.txt Book III 
同上 Plato, Laws. R. G. Buryによる英語対訳、ギリシア語原文との対比ができる。 
https://ryanfb.github.io/loebolus-data/L187.pdf pp. 222～253（偶数頁がギリシア
語）。 
９ 小島晋治・小林一美・孫江・馬場毅「中国の国家と秘密結社」［2001年 3月 1日の討議





１０ Carl Schmitt, Der Nomos der Erde im Völkerrecht des Jus Publicum Europaeum, 
Berlin:Dunker & Humblot, 1950 . [English version: The Nomos of the Earth in the 
International Law of the Jus Publicum Europaeum, transl. By G. L. Ulman, Telos 
Press, 2003.] 
１１ 桑原隲蔵『蒲寿庚の事蹟』 宮崎市定編・解説、平凡社東洋文庫、1989年［原著は、
『宋末の提挙市舶西域人蒲寿庚の事蹟』、東亞攻究會、1923年］。 
